別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　　　項：商工費　　　目：工鉱業振興費
	事業名:新　地域産業ビジネス成長支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　商工労働部　地域産業課　県産品開発係　電話番号：058-272-1111（内 3098）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11355@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：8,349千円（前年度予算額：0千円）
	要求内容


	１　要求の内容


　県では、岐阜県の資源に注目が集まる「ぎふ清流国体・ぎふ清流大会」を好機と捉え、機能性やデザイン性に優れた商品開発や販路開拓支援を通して、県産品のプロモーションを行ってきた。
　国体期間中、来場者に対して趣向を凝らした展示会やカタログ製作等を実施したことが奏功し、県産品の持つ「本物の良さ」が来場者から高く評価された。
　その結果、県内の地域産業企業の中には、新たな価値創造・市場開拓への機運が高まっている。
　これまで商品開発を支援してきた地場産品の特色である「機能性・デザイン性」等の商品付加価値をさらに高めるため、従来は地域産業との関わりが薄く、より機能性・デザイン性等を重視するファッションやアートの分野にも販路を開拓することにより、利益率の高い企業ビジネスの展開を支援する。また、新たな分野へのビジネス展開をサポートするために、先進的マーケティング手法の習得や挑戦意欲の向上を目的とした研修を実施する。これらを一体的に実施し、企業の体力を強化する。

（１）ファッション・アートとインテリアの合同展示会への出展による新販路の開拓
　　優れた機能性に加えて、「デザイン性」や「ファッション性」などの付加価値を高め

　ることにより、価格競争に巻き込まれず、簡単に模倣されない「オンリーワン」商品を目指し、外的要因に左右されない「売れる地場産品」を開発する。
　加えて、百貨店やスーパー等の既存の販売チャネルを充実させるとともに、デザイ

ン性など、より商品の付加価値が重視させるファッション・アート等のクリエイショ

ン分野への販路開拓を目指す。

　これらの目的を達成するために、異業種合同展示会に企業参加型のブースとして出
展するとともに、出展に向けて企業の商品改良指導を行う。

【Ｈ２５実施予定】
  　＜展示会＞

東京の新進流通事業者が運営企画する国際合同展示会「rooms（ﾙｰﾑｽ）」等
　　＜出展企業＞

県内地場産業企業３０社程度

＜回数＞

　全２回出展

　　平成25年9月　開催地：アジア主要都市　１回出展

平成26年2月　開催地：東京　　　　　　１回出展
（２）先進的マーケティング手法研修の開催
　　　デザイン性などの付加価値がより重視されるファッション・アート等の分野にお
いて販路開拓を行うに当たり、効果的な先進マーケティング手法や、付加価値の高
い商品開発の手法等を習得するためのシリーズ講座を開催し、より戦略的な販路開
拓が実施できるよう支援する。

【Ｈ２５実施予定】

　　＜参加企業＞

県内地場産業企業３０社程度（原則ROOMS出展企業を対象とする）
＊研修のみ受講も可（上記以外に２０社程度）

　　＜期間＞

平成２５年６月～平成２５年１２月

　　＜回数＞

全６回シリーズ
　　＜テーマ＞
　　　・基礎講座（経営マインド向上）

・先進的マーケティングスキルの習得支援

　　　　　従来の大量生産・大量消費を前提としたマーケティングではなく、限られた少数者をターゲットとして付加価値の高い商品開発・製造を行い、競合の少ないオンリーワンの「売れる地場産品」を生み出すため、消費者の潜在的なニーズの把握や、小ロット注文への柔軟な対応方法、バイヤーへのプロモーション戦略の選択手法、メディアを活用したＰＲ・マーケティング手法等を習得する講座をワークショップ形式で開催する。
　

	２　所要経費


　事業委託料　7,861千円、その他事務費　488千円　
	決定額の考え方


　合同展示会の出展については、緊急雇用創出事業臨時特例基金事業での対応とします。
　研修の開催につきましては、計上を見送ります。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	8,349
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,349

	決定額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　従来、地域産業との関わりの薄かったファッション・アートなどクリエイション分野の合同展示会に出展し、新たな市場開拓を促進します。また、企業経営者層を対象にスキルアップ研修を開催し、収益性の高いビジネスを展開できる企業を増やします。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	合同展示会への出展企業数
	0社
（H24）
	－
（H  ）
	－
（H  ）
	－
（H  ）
	30社
（H25）
	％


	スキルアップ研修への参加企業数
	0社
（H24）
	－
（H　）
	－
（H　）
	－
（H　）
	30社
（H25）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　

　


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　

　



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	国内市場が縮小傾向にあり、海外との価格競争が激化する中において、地場産業を持続的に発展させていくためには、デザイン性・機能性等、高い付加価値を有する優れた商品開発と新分野への販路開拓が必須である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　地域産業市場は依然として閉塞感があり、新市場開拓を図る新たなビジネス展開が求められている。また、経営者も若手への世代交代の時期を迎え、新たな取組みを実施する好機であるが、それに必要なノウハウや異業種とのネットワークが希薄である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　地域経済を支える地場産業を高利益体質のビジネスモデルへと転換するため、付加価値の高い商品開発及び販路開拓支援を今後も継続的に実施していく。


